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レベル 3　[ 目安：N3   CEFR A2-B1]
日本語初級の上から中級者向き。N3 対応。
ノンフィクション・フィンクション

レベル 4   [ 目安：N2  CEFR  B1-B2]
日本語中級の上から上級下のレベルの、日
本語の中上 級向き。N2 対応

レベル 5  [ 目安：N1 以上  CEFR   C1-C2]
日本語の文書なら、だいたいなんでも読め
る N1 以上の人向き。（ルビ・音声なし）

初中級レベル 中級レベル 上級レベル
●『生き物のふしぎ』より ●『走れメロス』より

レベル
0

レベル
1

レベル
2

レベル０　[ 目安：CEFR A1 以下 ]
あいうえおからはじめて日本語を学ぶ人
向け。「あいうえお」練習帳の PDF あり。

レベル 1　[ 目安：N5   CEFR A1]
あいうえおの次の段階。ひらがなを中心
とした文段階で読めるレベル。N5 対応。

レベル 2　[ 目安：N4   CEFR A2]
日本語初級レベル。N4 対応。ノンフィク
ション・フィンクション

入門レベル 基礎レベル 初級レベル
●『あのえほん』より ●『北かぜとたいよう』より ●『富士山（ふじさん）』より

●『生成 AI の歴史』より

レベルゼロからレベル５（6段階）の日本語多読リーダー
入門
レベ
ル

から

上級
レベ
ルま
で

日本語能力試験 N5~N1 以上まで対応できる日本語多読のリーダーです。
リリース時 (2026 年3 月 ) には約 220タイトル、4 年後の 2030 年には約1000タイトルの本が読み放題になる予定。
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メロスは激
はげ

しく怒
いか

った。「この暴
ぼう

君
くん

を止
と

めなければならない！」そう

強
つよ

く決
けつ

意
い

した。メロスは村
むら

で羊
ひつじ

を飼
か

いながら平
へい

和
わ

に暮
ら

らしていた。政
せい

治
じ

のことはよく分
わ

からなかったが、悪
あく

を見
み

逃
のが

すことはできない性
せい

格
かく

だった。

ある日
ひ

、妹
いもうと

の結
けっこん

婚のために町
まち

へ行
い

くことになった。妹
いもうと

のために服
ふく

や食
たべ

べ物
もの

を買
か

い、それから町
まち

を歩
ある

いた。しかし、町
まち

の雰
ふん

囲
い

気
き

がいつもと違
ちが

っ

ていた。人
ひとびと

々は不
ふ

安
あん

そうな顔
かお

をして、街
まち

には活
かっき

気がなかった。「どうし

てこんなに静
しず

かなんだ？」メロスは不
ふ し ぎ

思議に思
おも

い、道
みち

行
い

く人
ひと

に話
はな

しかけ

たが、誰
だれ

も答
こた

えようとしなかった。

しばらく歩
ある

くと、一
ひとり

人の老
ろうじん

人に出
で あ

会った。メロスは老
ろうじん

人の肩
かた

をつかみ、

「この町
まち

で何
なに

が起
お

こっているんですか？」と問
と

い詰
つ

めた。老
ろうじん

人はおそる

おそる答
こた

えた。「王
おう

が人々を次
つぎつぎ

々に殺
ころ

しているのです……。」

「なぜそんなことをするのですか？」メロスは驚
おど

いた。

「王
おう

は誰
だれ

も信
しん

じることができません。少
すこ

しでも疑
うた

わしいと思
おも

った人
ひと

を

つかまえて、理
り

由
ゆう

もなく処
しょ

刑
けい

しているのです。」

メロスは拳
こぶし

を握
にぎ

りしめた。「そんな暴
ぼう

君
くん

を許
ゆる

しておくわけにはいかな

い！」彼
かれ

は迷
まよ

わず王
おう

の城
しろ

へ向
む

かった。

城
しろ

に着
つ

いたメロスは、すぐに兵
へい

士
し

に捕
とら

えられ、王
おう

の前
まえ

へと連
つ

れて行
い

か

れた。

王
おう

は冷
れいせい

静な声
こえ

で言
い

った。「お前
まえ

は何
なに

をしようとした？」

メロスはまっすぐ王
おう

を見
み

つめて答
こた

えた。「私
わたし

はこの町
まち

の人
ひとびと

々を助
たす

ける

ために来
き

た！」

王
おう

は薄
うす

く笑
わら

いながら言
い

った。「お前
まえ

に私
わたし

の孤
こ

独
どく

が分
わ

かるか？」

「人
ひと

を信
しん

じないことこそ、最
もっと

も恐
おそ

ろしいことだ！」メロスは強
つよ

く言
い

い

返
かえ

した。

王
おう

は静
しず

かに言
い

った。「人
ひと

は皆、自分のことしか考
かんが

えない。だから、私
わたし

は誰
だれ

も信
しん

じない。」
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人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

の夜
よ

明
あけ

けから
シンギュラリティへ 
― 人

じん

類
るい

とAIの共
きょう

進
しん

化
か

AIの起
き

源
げん

と黎
れい

明
めい

期
き

（1950年代～1960年代）
第1章

AI の発
はっ

想
そう

の源
げん

流
りゅう

をたどると、はるか古
こ

代
だい

から人
じん

類
るい

は「人
にん

間
げん

のように

自
じ

律
りつ

的
てき

に動
うご

く存
そん

在
ざい

」への憧
あこが

れや想
そう

像
ぞう

を抱
いだ

いてきました。たとえば、ギリ

シア神
しん

話
わ

には鍛
か

冶
じ

の神
かみ

ヘーパイストスが作
つく

り出
だ

した青
せき

銅
どう

の巨
きょじん

人タロス

や、黄
おうごん

金の召
めしつかい

使いなど、自
じどうてき

動的に動
うご

く存
そんざい

在が登
とうじょう

場します。これらは現
げんだい

代

の AI のような「知
ちのおう

能」を持
も

つ機
きかい

械ではありませんが、「生
せいめい

命の模
もほう

倣」

や「自
じ

律
りつせい

性」という観
かんてん

点で、ロボットやAI の原
げんけいてき

型的なイメージといえ

ます。

また、17世
せいき

紀にはパスカルやライプニッツによる歯
はぐるましき

車式の計
けいさん

算機
き

が

発
はつめい

明され、計
けいさんさぎょう

算作業の自
じ

動
どう

化
か

が進みました。計
けいさんさぎょう

算作業は論
りんりてき

理的推
すいろん

論や知
ち

能
のう

的
てき

判
はんだん

断とは異
こと

なる側
そくめん

面もありますが、知
ち

的
てき

作
さ

業
ぎょう

の基
きそ

礎となる重
じゅうよう

要な活
かつ

動
どう

です。特
とく

にライプニッツは、計
けいさんき

算機の開
かいはつ

発だけでなく、二
に

進
しんほう

法や論
りん

理
り

体
たいけい

系の基
きそ

礎を築
きず

き、後
のち

のコンピュータや人
じんこう

工知
ち

能
のう

の論
りん

理
り

的
てき

発
はってん

展にも大
おお

き

な影
えいきょう

響を与
あた

えました。これらの計
けいさん

算機
き

は、人
にんげん

間の高
こう

度
ど

な思
し

考
こう

を模
も

倣
mほう

する

ものではありませんが、「人
にん

間
げん

の知
ち

的
てき

活
かつどう

動を機
き

械
かい

で再
さいげん

現する」という発
はっ

想
そう

の重
じゅうよう

要な一
いっ

歩
ぽ

といえます。

現
げんだい

代のAI の礎
いしずえ

となった存
そんざい

在として、数
すうがくしゃ

学者アラン・チューリングの

貢
こうけん

献は欠
か

かせない。彼
かれ

は 1947 年のロンドン数
すうがくかい

学会で電
でん

子
し

計
けいさん

算機
き

の将
しょう

来
らい

について言
げんきゅう

及し、1950年に発
はっぴょう

表した論
ろんぶん

文『Computing Machinery 

and Intelligence』では「機
き

械
かい

が思
し

考
こう

することはできるか？」という問
と

いを明
めいかく

確に提
てい

示
じ

した。この論
ろんぶん

文でチューリングは、「イミテーション・ゲー

ム（Imitation Game）」という思
し

考
こう

実
じっけん

験を紹
しょうかい

介し、これが後
のち

に「チュー

リング・テスト」として知
し

られるようになる。この実
じっけん

験は、機
き

械
かい

が人
にん

間
げん

と区
く

別
べつ

できないほど自
し

然
ぜん

に対
たい

話
わ

できるなら、それは「思
し

考
こう

している」と

みなしてよいのではないか、という考
かんが

えに基
もと

づくものである。当
とう

時
じ

のコ

ンピュータ技
ぎ

術
じゅつ

がまだ黎
れい

明
めい

期
き

であったにもかかわらず、チューリングは

機
き

械
かい

が人
にん

間
げん

のように思
し

考
こう

する可
か

能
のう

性
せい

を理
り

論
ろん

的
てき

に示
し

唆
さ

した。この問
もんだい

題提
てい

起
き

は、人
じんこう

工知
ち

能
のう

の哲
てつがくてき

学的基
き

盤
ばん

に深
ふか

い影
えい

響
きょう

を与
あた

え、後
のち

の AI 研
けんきゅう

究にも思
し

想
そう

的
てき

な枠
わくぐみ

組みを提
ていきょう

供することになった。

「人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

」という名
な

の誕
たん

生
じょう2.

1956年
ねん

、アメリカのダートマス大
だいがく

学において開
かいさい

催された「ダートマ

ス会
かい

議
ぎ

」は、AI史
し

における決
けっ

定
てい

的
てき

な転
てん

機
き

となった。この会
かい

議
ぎ

には、ジョン・

マッカーシー（AI という用
よう

語
ご

を歴
れき

史
し

上
じょう

最
さい

初
しょ

に公
こうしき

式に用
もち

いたとされる人
じん

物
ぶつ

）、マーヴィン・ミンスキー（MIT人
じんこう

工知
ち

能
のう

研
けん

究
きゅう

所
じょ

の創
そうせつ

設者
しゃ

の一
ひとり

人）、

クロード・シャノン（情
じょう

報
ほう

理
りん

論
り

の父
ちち

）、アレン・ニューウェルとハーバー

ト・サイモン（人
にんげん

間の知
ち

能
のう

を模
も

倣
mほう

するプログラムの開
かい

発
はつ

者
しゃ

）ら、AI お

よびその関
かんれん

連分
ぶん

野
や

における錚
そうそう

々たる研
けん

究
きゅう

者
しゃ

が集
あつ

まった。

自
じ

動
どう

人
にん

形
ぎょう

・自
じ

動
どう

計
けい

算
さん

機
き

から人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

へ1.
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あ
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あかちゃん

あいうえおのえほん

北
きた

かぜ と 
たいよう

イソップものがたり
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ありが
あるく。

あかちゃん
8 9

たいようは  ひかりを  
だんだん  つよく  しました。
ギラギラ、 ギラギラ。
「だんだん  あつく  
なって  きた。 
あつい、 あつい。」

男
おとこ

は  コートを  とりました。
そして、 あるいて  いきました。

2 3

みなさんは　富
ふ

士
じ

山
さん

を　
知
し

って　いますか？　
日
に

本
ほん

で　一
いち

番
ばん

　高
たか

い　山
やま

です。
見
み

て　ください。
とても　きれいな　かたちを　
して　いるでしょう？

日
に

本
ほん

人
じん

は　富
ふ

士
じ

山
さん

が　大
だい

好
す

きです。　
むかしも……

2 3

　まず、最
さい

初
しょ

に言
い

っておきましょう。魚
さかな

は、

ねむります。

　動
どう

物
ぶつ

のねむりにはいろいろなタイプがあり

ますが、ねむらない動
どう

物
ぶつ

はいない、と考
かんが

え

られています。魚
さかな

も、ねむります。いつも

起
お

きているように見
み

えるのは、いつも目
め

が開
あ

いているからです。

　実
じつ

は、魚
さかな

には、まぶたがありません。だ

から目
め

を閉
と

じようと思
おも

っても、閉
と

じられない

のです。目
め

がかわいて痛
いた

くなりそうですね。

　魚
さかな

はいつ見
み

ても、目
め

をぱっちり開
あ

け

ています。魚
さかな

は、いつ、どうやってね

むるのか？　それとも、ずっとねむら

ないのか？　水
すい

そうの金
きん

魚
ぎょ

を見
み

ながら、

ふしぎに思
おも

ったことはありませんか？　

　今
きょう

日は魚
さかな

のねむりについてお話
はな

しし

ます。

魚
さかな

のねむり

レベル
3

い もの

コスモピア
レベル

日本語能力
試験の目安

CEFRの
目安

0 - A1 未満

1 N5 A1

2 N4 A2

3 N3 A2-B1

4 N2 B2

5 N1以上 C1以上

e ステーションの Level 0-5 と
日本語能力試験、CEFR との関係


